
1．はじめに

工業高等専門学校（以下高専）は中学卒業後の 5年間

一貫教育によって，学部並の実力を持ち2年早く実社会

に羽ばたく創造力豊かな実践的技術者を育成する高等

教育機関として昭和37年に発足し，本校奈良高専は昭

和39年に創立された．高専は，15才という早い時期か

ら，工学を体系的に学ぶことができる早成形コースであ

り，また，六三三四制とは異なる複線化コースである．

さらに，高等専門学校教育のアイデンティティを保持し

ながら，その延長上において専門応用の教育課程を充実

し，その研究を指導することを目的とする専攻科が平成

4年度に設置され，学部卒業と同一年限となる六三五二

制の複線化コースを持っている．専攻科が設置されてい

るものの，その定員は20％であり，実社会へ羽ばたく

者や各大学への編入学する者も考慮すると，高専とし

て，重要なのは本科である5ヵ年一貫教育であると考え

られる．

しかるに，様々な進路に対して，一般科目（教養科

目）と専門科目を効率よく配置した楔型カリキュラムを

用意しているにも関わらず，3年以降の学年において，

留年・（休学）・退学と流れていってしまい進路変更を

余儀なくされる学生が，残念なことに少なからず見受け

られる．それらの学生が3年以降に多い理由を考えてみ

ると，中学時代は理工系に興味があった学生や，保護

者・中学の進路指導の先生から勧められて入学してき

た学生が，体質的にあわないことから進路変更すること

が挙げられる．だが，この例は一部の学生であり，多く

の学生は入学当初より常に成績不振であり，この成績不

振を3年生以降においても解消できないままでいること

がその要因だと考えられる．中には低学年時に成績不振

であることに奮起して成績が向上するケースもあるが，

これは非常に少ないケースである．

新入学生は，入学試験を突破して本校に入学してお

り，中学時代から成績不振であるとは考えにくく，逆に

中学時代は非常に優秀だった者が多い．彼らは，入学当

初，「高専生は生徒ではなくて学生です．自分の行動に

は自分で責任を持って，自覚ある行動をとってくださ

い」という方針を聞いている．これには，様々な面での

生徒と学生の違いを意味するが，中学での受身的学習か

ら，高専では自発的な学習をする必要があることも意味

している．しかしながら，学習に対する生徒から学生へ

の切換えがうまくできずに成績不振に陥る学生も多く見

られる．そこで，新入生の学生がどのような学習状況で

どの程度の学習時間を有しているかを把握する必要があ

る．そして，その調査結果を学生にフィードバックする

ことにより，他の学生達がどのような学習状況であるか
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を知ることになり，学生間での学習意識に刺激を与える

ことや，学習の継続性が学習成果維持と向上にとって非

常に重要であることを認知させる効果が期待される．

そこで，本稿では，平成10年度から平成14年度まで

の電子制御工学科の1年生に対して，定期試験毎に学習

時間や学習方法に関するアンケートを実施し，その結果

と成績に関する考察を行ったので，以下に報告する．

2．アンケート

アンケートは，以下の

１）定期試験および普段の生活における学習時間

２）定期試験に向けての学習方法

３）定期試験に対する自己考察

を中心に質問を設定し，奈良高専の平成10年度から平

成14年度に入学した電子制御工学科の学生を対象に，1

年次に実施された定期試験終了の1週間後に実施した．

なお，このアンケートは，学生への個別指導，成績との

相関，データの信憑性を考え，記名制にて行った．アン

ケートデータの総数は約210名分である．

3．アンケート結果

3. 1 定期試験および普段の生活における学習時間

に関するアンケート結果

ここでは，先述の“１）定期試験および普段の生活に

おける学習時間”を調べるために，以下のような質問に

てアンケートを行った．

質問１．定期試験の準備に勉強をいつから始めましたか

①　準備をしなかった ②　前日～3日前

③　3日前～１週間前 ④　1週間前～10日前

⑤　10日前～２週間前 ⑥　2週間前以上

上記質問のアンケート結果を入学年度別，定期試験別

の解答（①～⑥）の占める割合を図1.1，図1.2に示して

いる．入学年度別では，入学年度によってばらつきはあ

るものの，定期試験の日程が掲示される１週間前後にお

いて，学生の半数以上が定期試験の準備に取りかかって

いることがうかがえる．定期試験別では，後期中間や学

年末になると定期試験の日程の掲示前に準備を進める

学生が若干ではあるが増えることがわかる．

質問1において成績との関係を調べるために，定期試

験の平均点が80点以上と69点以下の学生に分類し，比

較を行った結果を図1.3，1.4に示している．図1.4中の

Averageは回答結果の平均値を示している．この結果か

ら，80点以上の成績を修めている学生は，定期試験に

対する準備期間が比較的長く，かつ，定期試験毎に準備

期間に大きな変動がないことがわかる．これに対し，69

点以下の学生は，前期中間では準備不足が感じられ，準

備期間は全体的に短いことがうかがえる．

図1.1 質問1に対する入学年度別アンケート結果

図1.2 質問1に対する定期試験別アンケート結果

図1.3 質問1に対する成績別アンケート結果
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図1.4 質問1に対する成績別アンケート結果

質問２．定期試験の準備に勉強を１日平均どの程度しま

したか

①　1時間内 ②　1時間～2時間

③　2時間～3時間 ④　3時間以上

上記質問のアンケート結果を入学年度別，定期試験別

の解答（①～⑥）の占める割合を図2.1，図2.2に示して

いる．ここでは，②と③の回答が集中していることか

ら，試験の準備として１日あたり２，３時間の勉強時間

を費やしていることがわかる．

質問2において成績との関係を調べるために，定期試

験の平均点が80点以上と69点以下の学生に分類し，比

較を行った結果を図2.3，2.4に示している．図1.4中の

Averageは回答結果の平均値を示している．この結果か

ら，80点以上の成績を修めている学生は，1時間以内の

勉強時間が非常に少なく，③と④の回答が全体平均を上

回っていることがわかる．これに対し，69点以下の学

生は，半数以上が2時間未満の勉強時間のため，準備不

足が感じられる．特に，前期中間での準備不足は優秀で

あった中学時代の習慣をそのまま高専生活にひきずり，

生徒から学生への意識改革があまりなされていないた

めであると思われる．

図2.1 質問2に対する入学年度別アンケート結果

図2.2 質問2に対する定期試験別アンケート結果

図2.3 質問2に対する成績別アンケート結果

図2.4 質問2に対する成績別アンケート結果

質問３．普段の生活において勉強を１日平均どの程度し

ていますか（レポート，宿題を含む）

①　0.5時間内 ②　0.5時間～1時間　

③　1時間～2時間 ④　2時間以上

上記質問のアンケート結果を入学年度別，定期試験別

の解答（①～⑥）の占める割合を図3.1，図3.2に示してい

る．ここでは，①と②の回答が集中していることから，30

分～1時間程度を日常の勉強時間として費やしている学生

が多いことがわかる．定期試験別に見ると，30分以内の

勉強時間を費やしている学生が，前期中間から学年末に

かけて大きく増加していることがわかる．これは，入学
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当初の緊張感から勉強していた学生が，慣れてきて要領

よく勉強している，もしくは，慣れからくる“さぼり”が

表れているのか定かではないが，興味深い結果となった．

質問3において成績との関係を調べるために，定期試

験の平均点が80点以上と69点以下の学生に分類し，比

較を行った結果を図3.3，3.4に示している．図3.4中の

Averageは回答結果の平均値を示している．この結果か

ら，どちらの成績においても，③，④の毎日2時間程度

の勉強時間を費やしている学生の占める割合がほぼ同

じであり，自主的に学習している学生が成績に関係なく

いることがわかる．80点以上の成績を修めている学生

と69点以下の学生において，30分未満の勉強時間か，1

時間程度の勉強かで差異が見られる．

図3.1 質問3に対する入学年度別アンケート結果

図3.2 質問3に対する定期試験別アンケート結果

図3.3 質問3に対する成績別アンケート結果

図3.4 質問3に対する成績別アンケート結果

3. 2 定期試験に向けての学習の仕方に関するアン

ケート結果

ここでは，先述の学習時間とは違い，“２）定期試験

に向けての学習方法”を知るために，以下のような質問

にてアンケートを行った．

質問４．定期試験の準備の勉強内容としてどのようなこ

とをしましたか（全体を１として割合で答えなさい）

①　ノートの整理 ②　教科書を読む

③　教科書の例題，練習問題 ④　問題集,参考書

⑤　その他（具体的に）

上記質問のアンケート結果を入学年度別，定期試験別

の解答（①～⑥）の占める割合を図4.1，図4.2に示して

いる．ここでは，②と③の回答が中心であり，教科書主

体の勉強方法であることがわかる．定期試験別に見ても

勉強内容については，大きな違いが見られなかった．

質問4において成績との関係を調べるために，定期試

験の平均点が80点以上と69点以下の学生に分類し，比

較を行った結果を図4.3に示している．この結果からは，

成績による差異は，②教科書を読むと④問題集，参考書

に見られる．80点以上の成績を修めている学生は，問

題集，参考書等を有効利用していることがわかる．問題

集，参考書について考えてみると，書店等には高専の授

業に見合った問題集や参考書があまり見受けられない

ため，図書館利用が有効である．それゆえ，図書館利用

率を調べると興味深い結果が得られる可能性があると

思われる．
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図4.1 質問４に対する入学年度別アンケート結果

図4.2 質問４に対する定期試験別アンケート結果

図4.3 質問４に対する成績別アンケート結果

質問５．定期試験の準備の勉強で理解できない点，疑問

点をどのように解決しましたか（全体を１として割

合で答えなさい）

① 教科書などを利用して ② 友人に教えてもらって

③ 姉，兄に教えてもらって ④ 先輩に教えてもらって

⑤ 担当教官に相談して ⑥ その他（具体的に）

上記質問のアンケート結果を入学年度別，定期試験別

の解答（①～⑥）の占める割合を図5.1，図5.2に示して

いる．ここでは，学生の多くが，試験の準備のために理

解できない点や疑問点の解決方法として，①教科書と②

友人関係を利用して，問題解決にあたっていることがわ

かる．定期試験別に見ても，同様な結果が得られ，②友

人関係の利用については，入学当初から友人関係が多く

成立していることも見受けられる．それと対照的に，問

題解決手段としては，担当教官を利用する学生が少ない

ことが残念である．

質問5において成績との関係を調べるために，定期試

験の平均点が80点以上と69点以下の学生に分類し，比

較を行った結果を図5.3に示している．この結果からは，

成績による大きな差異は，見受けられなかった．

図5.1 質問５に対する入学年度別アンケート結果

図5.2 質問５に対する定期試験別アンケート結果

図5.3 質問５に対する成績別アンケート結果
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3. 3 定期試験での結果に対する自己分析に関する

アンケート結果

ここでは，“3）定期試験に対する自己考察”として定

期試験での結果を踏まえて，学生がどのように自己考察

を行ったかを知るために，以下のような質問にてアンケ

ートを行った．

質問６．定期試験の結果で点数が低かった教科について，

低かった原因として考えられるものを答えなさい

（全体を１として割合で答えなさい）

①　テストが難しすぎる ②　自分の勉強不足

③　授業態度 ④　単純なミス

⑤　その他（具体的に）

上記質問のアンケート結果を入学年度別，定期試験別

の解答（①～⑥）の占める割合を図6.1，図6.2に示して

いる．この結果において，入学年度により若干の差異が

あるものの，定期試験の結果に対して点数の低い理由に

ついて，②自分の勉強不足と④単純ミスであると受け止

めている学生が多いことがわかる．定期試験別を調べて

みると，定期試験を繰り返すことにより，①テストが難

しいと考える学生が増え，逆に④単純ミスを理由に挙げ

る学生が減ることがわかる．

質問6において成績との関係を調べるために，定期試

験の平均点が80点以上と69点以下の学生に分類し，比

較を行った結果を図6.3に示している．この結果におい

て，80点以上の成績を修めている学生は②勉強不足と

④単純ミスの割合がほぼ同じに対して，69点以下の学

生は，②勉強不足と④単純ミスの割合が大きく異なり，

②勉強不足が④単純ミスの3倍近くを示し，質問1と質

問2での結果に反映して，勉強不足を自覚していること

がわかる．

図6.1 質問6に対する入学年度別アンケート結果

図6.2 質問6に対する定期試験別アンケート結果

図6.3 質問6に対する成績別アンケート結果

4．おわりに

本稿では，成績不振の学生の不振要因を探るひとつの

手段として，新入学生がどのような学習状況でどの程度

の学習時間を有しているかを調べるために，定期試験毎

に定期試験と学習時間に関するアンケートを実施した．

まず，“定期試験および普段の生活における学習時間”

を調べた結果では，成績上位の学生は，成績下位の学生

と比較して，定期試験に対する準備期間も長く，勉強時

間や日常生活の勉強時間が長いことが明らかとなった．

次に，“定期試験に向けての学習方法”を調べた結果

では，成績によっての大きな差異は見られなかったもの

の，学生は，教科書と問題集，参考書を利用して勉強し

ていることが明らかとなった．さらに，問題解決手段と

して，教科書を利用することに加えて，友人関係を利用

していることが明らかとなった．このことは，友人関係

の成立を早期に知る結果にもなっている．

さらに，“定期試験に対する自己考察”を調べた結果で

は，成績上位の学生は単純ミスが原因であると考える学

生が多く，成績下位の学生は，勉強不足と感じる学生が

多いことが明らかとなった．定期試験での結果を自己分

析した結果には大きな違いがあり，成績下位の学生は，
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勉強不足と感じることが多いことが明らかとなった．

これらの結果は，“定期試験および普段の生活におけ

る学習時間”の結果とも連動して，学生のサンプル数の

違いはあるものの，これは，全体では見えない学生別の

勉強時間が具体化され，成績不振の学生に奮起を促すこ

とができる結果となっている．

今後は，これらの結果を踏まえて，

●学生にフィードバックし，定期試験や日常の勉強に対

するヒント

●学生の勉強に対する意欲の低下や習慣化がおろそか

になりつつあることの早期発見

●学生が成績不振になる前の対策

●成績不振に陥った学生およびその保護者には，日常の

学習時間不足および試験に対する準備の遅れの裏付け

●保護者懇談会，個人面談時の資料

などに有効利用していこうと考えている．

最後に，このアンケートについては，学生の学習状況

を知る必要性から筆者らが，独自で行なったものであ

る．したがって，このアンケートの設問が適切である

か，その回答結果に対するコメントに客観性があるかに

ついては，定かでないことを付け加えておく．
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